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『希望を握りしめて～人は人によってのみ救うことができる～』 

 

講師の牧さんは，阪神・淡路大震災のあとに，被災者の生活支援に取り組む

「よろず相談室」を設立され，高校の教員として働く傍ら，被災した高齢者の

方や震災により障害を負った方たちとの交流を続けられてきました。また，本

校のとらすとＫ設立にも尽力いただきました。 

講演では，さまざまなかたちで被災者から被災者への差別があったこと，震

災後のすれ違いで家庭崩壊や一家離散になった家族がいたこと，避難所や仮設

住宅に入ることでそれまで培ってきた地域のコミュニティーが分断されたこと

などを，なぜこのようなことが起こってしまうのか，生徒たちと意見を交わし

ながら，みんなで考えていきました。また，『生きているだけまし』だと，震災

後に 11年ものあいだ忘れられていた震災障害者の方のお話もありました。 

牧さんが語られた，「１度来て終わりやない。忘れてないよのメッセージを送り続けること。」とのお言葉から

は，まわりと関わることを避け，孤立無援で苦しむ人たちに寄り添う際のこころのあり方を感じました。そう

いった意味では，とらすとＫの活動は，「まさにずっと関わっていくこと。どのようなかたちでもずっと関わっ

ていくことが大切。」と，本校の活動にお褒めの言葉もいただきました。 

また，牧さんは震災によってさまざまな立場に置かれた人たちと関わるなかで， 

（１） 楽しい思い出をたくさん作ること 

（２） 頑張りすぎないこと 

（３） 同じ境遇の仲間たちと集まること 

の３つを伝えてきたと語られます。これは，苦しい状況にあるときこそ，ひとりで背負いすぎず，ひとりで抱

え込まないで，仲間と一緒に乗り越えていくことが大切ということだと思います。今回の講演にあった震災と

いう状況だけでなく，さまざまなことで悩み苦しむ人たちにも共通して言えることではないでしょうか。 

いつ，どこで，誰が被害を受けるかわからない自然災害。誰もが

当事者になる可能性があるからこそ，今日の講演はたいへん有意義

なものでした。みんなが苦しい状況に置かれたときに，人権はない

がしろにされることがあります。そのようなときに，一人ひとりの

人権が考えられるようにするには何が大切か，ご家庭でもお子さん

と一緒に話してみてもらえたらと思います。 

裏面に，生徒たちの感想の一部をいくつか紹介いたします。 

 

 



【生徒たちの感想】 

 

 

 

 

 

 

 

１学期の人権・同和教育ホームルーム活動 

１年生 『いじめをなくすために／インターネットと人権』 

 

 

 

 

２年生 『ちがいのちがい／“知らない”に気づく、“知ってる”を見直す』 

 

 

 

 

３年生 『公正な採用選考について』 

 

 

 

 

 

 

人権コラム 

７月３日から，新紙幣の発行がはじまりました。新紙幣には，銀行券への搭載は世界ではじめての，肖像が

三次元に見え，またそれが回転するホログラムを採用するなど，さまざまな偽造防止技術が採用されていま

す。さて，この新紙幣には，偽造防止技術のほかに特徴があることをご存じでしょうか。 

その特徴というのが， 

○ 前の紙幣より識別マークが分かりやすく，また券種ごとに識別マークの位置が変えられていること 

○ 前の紙幣よりも額面数字が大型化されていること 

○ ホログラムとすき入れの形や配置を券種ごとに変えていること 

などです。これらの特徴は，ユニバーサルデザインとよばれ，日本語に言いかえると，「すべての人のためのデ

ザイン」「みんなにやさしいデザイン」という意味になります。もともとは，バリアフリーとよばれる，「特定

の人にやさしい」取り組みがなされていました。しかし，そもそも社会にあるバリアを取り除くための取り組

みではなく，できるだけ多くの人が使いやすいデザインをはじめから考えることが必要ではないかと考えられ

るようになり，ユニバーサルデザインが普及していきました。現在では，「特定の人」ではなく「すべての人」

が生活しやすい社会の取り組みがいろいろな場所で取り入れられています。ぜひ，探してみてください。 

『いじめをなくすために』では，いじめ問題について，事例をもとにグループで話し合いながら考えました。いじめる立場はもちろん，傍観したり加担したりする

立場も絶対に許されないことを確認しました。『インターネットと人権』では，ＳＮＳやインターネットにおける人権侵害のさまざまな事案について，「なぜしては

いけない行為なのか」を考えました。また，インターネット等による人権侵害から自分を守るために気をつけるべきことについても学習しました。 

『ちがいのちがい』では，あっていいちがいとあってはいけないちがいを考え，そのちがいから「区別」と「差別」の違いについて考えました。また，自分ではど

うすることもできないことで「差別」されることのおかしさも学びました。『“知らない”に気づく，“知ってる”を見直す』では，身近な例から自分たちの思い込み

について考えました。また，このまま思い込みや偏見がなくならなければ社会がどうなっていくかも考え，正しく学ぶことの重要性を理解しました。 

社用紙（かつての就職応募用紙）といわゆる「統一用紙」（現在の就職応募用紙）とを比較し，「統一用紙」では差別選考につながる項目が削除されていることを知

りました。そして「就職差別につながるおそれのある 12項目」を学習するとともに，その対応についても確認しました。また，こうした対応をとることが，就職

や進学における差別をなくしていくために，私たちにできる具体的な行動の一つであることを理解しました。 

▶ 震災にあったことのない私に何ができるのだろうかと考えていたけれど，牧さんが手紙をプレゼントするだけでも良いとおっしゃってくれて，私にもできる

ことはたくさんあることがわかったので，何かできることを探したいと思いました 

▶ 人は一人だけでは生きることができなくて，誰かの助けが必要なので，人を助けられるのは人だけという言葉が大切だなと思いました 

▶ 牧さんの話をきいて，テレビではわからなかった問題や悩みなどがたくさんあることを知れて，地震のこわさを改めて痛感しました 


